
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
４
１
５
０
８

藤

井

井

井

井

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ

ン
シ
デ
ン
タ
ル
・
ア
フ
ェ
ア
ー

ズ

う
つ
ろ
い
ゆ
く
日
常
性
の

美
学

偶
発
的
な

と

る
に
足
ら
な
い

等
の
意
味
を

持
つ

イ
ン
シ
デ
ン
タ
ル

と

榊
原
澄
人

浮
楼

２
０
０
５

年

い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
十
七
名
（
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ア
リ
ス
、榊さ

か

原き
ば

澄ら
す

人み
と

ほ
か
）

の
作
品
を
通
し
て
、
現
代
の
新

し
い
美
意
識
を
探
り
、
日
常
的

な
感
覚
の
中
に
潜
む
新
た
な
価

値
観
や
感
覚
を
呼
び
起
こ
す
。

難
解
と
さ
れ
る
現
代
ア
ー
ト
の

入
門
と
も
な
る
よ
う
鑑
賞
ツ
ー

ル
も
充
実
。
五
月
十
日
ま
で
開

催
中
（
月
曜
休
館
、
四
月
二
十

七
日
、
五
月
四
日
は
開
館
）
の

十
時
半

十
九
時
半
（
最
終
入

場
十
九
時
）
。
当
日
大
人
千
円
。

地
下
鉄
大
阪
港
駅
徒
歩
約
五

分
。
六
五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

旅
ゆ
け

ば

鉄
道
で
つ
づ
る
旅
と
観
光

旅
と
鉄
道

を
テ
ー

マ
に
懐
か
し
い
昭
和
の
旅
を
再

現
。

歴
史

鉄
道
開
業
か
ら

昭
和
中
期
ま
で
の
旅
行
の
広
が

り
を
文
学
、
レ
ジ
ャ
ー
、
団
体

旅
行
等
の
資
料
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

で

楽
し
み

鉄
道
旅
行
と
関

係
の
深
い

衣

食

泊

遊

を
昭
和
三
十

四
十
年

代
を
中
心
と
し
た
写
真
や
実
物

資
料
で
。
昭
和
三
十
年
代
の
客

車
内
イ
メ
ー
ジ
を
オ
ハ

形
の

部
品
で
再
現
し
た
情
景
展
示

写
真

も

列
車

現
在
活
躍

す
る
貸
し
切
り
・
イ
ベ
ン
ト
列

車
を
パ
ネ
ル
で
。
先
日
引
退
し

た

富
士
・
は
や
ぶ
さ

ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
も
。
十

十
七
時
入

館
、
月
曜
休
館
（
祝
日
な
ら
開

館
し
翌
火
曜
休
、
火
曜
も
祝
日

な
ら
振
替
休
な
し
）
。
高
校
生

以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学
生

百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館
の
催
し

子
ど

も
読
書
の
日
記
念
事
業

春
の

子
ど
も
会

大
型
絵
本
読
み

聞
か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

等
。
四
月
二
十
五
日
（
土
）
十

時
半

十
一
時
半
、
港
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階
。
当
日
先
着
順
、

無
料

図
書
展
示
天
文
の
本

展

今
年
の
世
界
天
文
年
に
因ち

な

ん
で
天
文
や
宇
宙
に
関
す
る
本

を
紹
介
。
五
月
三
十
一
日
ま
で

休
館
日
の
変
更

四
月
か
ら

月
末
休
館
日
が
第
三
木
曜
に

（
四
月
は
十
六
日
休
館
、
三
十

日
開
館
）
。

六
五
七
六

二

三
四
六
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

第

回
オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西
を
中
心
に
活
躍
す
る
中

堅
・
若
手
芸
人
に
よ
る
定
例
寄

席
。
笑

し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

学が
っ

光こ
う

（
上
方
落

語
）
、
旭き
ょ

堂く
ど

南う
な

麟ん
り

（ん

上
方
講
談
）

を
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
、
今
回
は
笑

福
亭か

鶴く
し

笑ょ
う

、
立た

ち

花ば
な

家や

千せ
ん

橘き
つ

が
出

演
。
主
催
は
オ
ー
ク
弁
天
寄
席

の
会
と
同
セ
ン
タ
ー
。
四
月
二

十
二
日（
水
）十
九
時

二
十
時

半
。
当
日
先
着
百
二
十
人
。
無

料
。
六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
第

回
定
期
演
奏
会

美
の
国
フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
を

同
フ
ィ
ル
首
席
指
揮
者
・
藤
岡

幸さ
ち

夫お

写
真

の
指
揮
で
辿

る
。
管
弦
楽
の
魔
術
師
ラ
ヴ
ェ

ル
の
作
品
か
ら

ラ
・
ヴ
ァ
ル

ス

舞
踊
詩

と
バ
レ
エ
音
楽

ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ

第
二

組
曲
。
ラ
ロ
の
チ
ェ
ロ
協
奏
曲

で
は
名
匠
・
堤つ

つ

剛み
つ

がよ
し

チ
ェ
ロ
独

奏
。
サ
ン

サ
ー
ン
ス
の
交
響

詩

死
の
舞
踏

で
は
同
フ
ィ

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
岩い

わ

谷た
に

祐す
け

之ゆ
き

が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独

奏
。
四
月
二
十
九
日
（
水
祝
）

十
五
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル（

福
島
）で
。
十

四
時
四
十
分
か
ら
指
揮
者
プ
レ

ト
ー
ク
。

五
千
円
、

四
千

円
、
三
千
円
、学
生
千
円
（
全

席
指
定
）
。

六
五
七
七

一

三
八
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む

会

周
年
記
念
演
奏
会

港
区
を
拠
点
と
す
る
関
西
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
応

援
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
総
会

を
兼
ね
た
演
奏
会
。
同
楽
団
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
と
ハ

ー
プ
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
。
バ
ッ
ハ

シ
チ
リ
ア
ー
ナ

、
日
本
の

歌

荒
城
の
月

他
。
最
初
の

十
分
間
が
総
会
。
四
月
二
十
五

日
（
土
）
十
四
時
か
ら
オ
ー
ク

ホ
ー
ル
（
弁
天
町
オ
ー
ク
２
番

街
ハ
ー
プ
館
六
階
）
で
。
高
校

生
以
上
千
五
百
円
、
中
学
生
以

下
八
百
円
。要
電
話
予
約
。
六

五
七
四

七
七
五
六
足
立
。

●
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

鉛
筆
画
展

四
月
二
十
七

日

五
月
五
日
。
十
一

十
八

時
（
火
曜
十
六
時
ま
で
）
、
水

曜
定
休
。
入
館
無
料
。
弁
天
四

一
一

四
（
ピ
ア
ッ
ク
西
五

十

裏
通
）

六
五
九
九

七

九
七
七
。

●
ス
テ
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海

岸
通
建た

て

物も
の

物
語
４

建
物
と

そ
の
歴
史
を
愉た

の

し
む
恒
例
写
真

展
。
今
回
は
天
保
山
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
な
ど
色
々
な
赤
レ
ン
ガ
建

築
。
商
船
三
井
築
港
ビ
ル
一
階

ス
テ
ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
地
下

鉄
大
阪
港
駅

出
口
か
ら
海
へ

歩
五
分
）
で
五
月
十
五
日
ま
で

（
日
祝
と
四
月
二
十
五
日
、
五

月
二
、
九
日
の
各
土
曜
休
）
、

入
場
無
料
。
写
真
展
等
の
関
連

企
画
や
講
演
等
の
特
別
企
画

も
。
六
五
九
九

二
八
七
七
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
蟹か

に

工
船

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沖
漁
場
で
の
過

酷
な
労
働
。
斡あ

っ

旋せ
ん

屋
の
ピ
ン
ハ

ネ
。
続
出
す
る
病
人
。
非
人
間

的
扱
い
に
労
働
者
の
怒
り
が
爆

発
す
る
。
現
代
に
通
じ
る
ワ
ー

キ
ン
グ
・
プ
ア
や
格
差
社
会
を

描
い
た
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イ
ン
シ
デ
ン
タ

ル
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
５
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
３
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

上

海
１
９
３
０
（
７
面
に
案
内
）

招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
藤
か
ほ
り
新
曲

男
の

夢

人
生
荒
野

（
６
面
に

案
内
）
を
２
名
様
に
。

●
川
奈
ル
ミ
新
曲

東
京

大
陸

火
の
鳥

（
６
面
に

案
内
）
を
２
名
様
に
。

●
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
蟹
工
船

（
右
に
案
内
）
招
待
券
を
ペ
ア

２
組
に
。

蟹工船 の一場面

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
し
ま
す

自
分
で
や
っ
て
み
た
い
方
に
は

出
張
教
授
。

〇
八
〇

三
七

六
三

五
一
六
四
セ
ツ
。

作
家
・
小
林
多た

喜き

二じ

の
名
作
を

映
画
化
。監
督
・
脚
本
山
村
聡そ

う

。

第
八
回
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル

撮
影
賞
受
賞
。
四
月
二
十
日

五
月
八
日
（
五
月
九
日
か
ら
隣

接
の
シ
ネ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ

で
長

期
上
映
も
）
。
当
日
一
般
千
三

百
円
。
詳
細
は
同
館
（
地
下
鉄

九
条

出
口
歩
三
分

六
五
八

二

一
四
一
六
）
へ
。

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
二
十

年
。
十
六
歳
の
私
は
西
成
区
天て

ん

下が

茶ち
ゃ

屋や

に
住
み
、
学
徒
動
員
で

勤
労
に
就つ

い
て
い
た
。
三
月
十

三
日
深
夜
、空
襲
警
報
を
受
け
、

父
は
防
空
主
任
と
し
て
隣と

な

組り
ぐ

をみ

防
空
壕ご

う

に
避
難
さ
せ
、
私
は
父

と
行
動
を
共
に
し
た
。
空
一
面

は
二
百
数
十
機
の

で
覆お

お

わ

れ
、
そ
の
物も

の

凄す
ご

い
光
景
に
私
は

息
を
呑の

ん
だ

）

◆
照
明
弾
で
昼
の
明
る
さ
に

驚
い
て
い
る
間
も
な
く
次
の

瞬
間
、
パ
ァ
ー
ッ
と
急
に
辺あ

た

り

が
昼
み
た
い
に
真
っ
白
に
な
り

十
九
本
ず
つ
二
段
に
入
っ
て
い

て
、
そ
れ
が
数
百

上
空
で
四

方
八
方
に
飛
び
散
り
、
家
の
上

に
落
ち
て
く
る
の
で
す
。

軍
の
計
算
で
は
そ
の
油
脂
焼

夷
弾
が
隣
組
に
一
個
か
二
個
の

割
で
落
ち
て
く
る
の
で

火
叩た

た

き
と
バ
ケ
ツ
で
消
す
よ
う
に

と
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。が
、

実
際
は
と
て
も
そ
ん
な
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

瞬ま
た

くた

間
に
周
囲
が
燃
え
出

し
、
物
凄
い
炎
と
煙
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

こ
ら
あ
か
ん

。

親
父
と
私
と
組
長
さ
ん
の
三
人

は
隣
組
の
人
た
ち
が
い
る
防
空

壕
へ
向
か
い
ま
し
た
。

◆
女
学
生
が
直
撃
で
即
死

よ
う
や
く
壕
へ
辿
り
着
い
た

時
で
し
た
。忘
れ
も
し
ま
せ
ん
、

み
さ
ち
ゃ
ん
と
い
う
私
よ
り
一

つ
上
の
女
学
生
が

ち
ょ
っ
と

忘
れ
物
し
た
ん

と
壕
を
出
よ

う
と
し
た
の
で
す
。
み
さ
ち
ゃ

ん
は
学
徒
動
員
で
大
阪
城
近
く

の
被ひ

ふ

服く
し

廠ょ
う

（
兵
隊
の
衣
服
の
製

造
や
修
繕
を
す
る
工
場
）
へ
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
み
さ
ち

ゃ
ん
が
、
親
父
が

待
て
！

と
止
め
る
の
も
き
か
ず
飛
び
出

た
瞬
間
で
し
た
。
焼
夷
弾
が
体

を
直
撃
し
、
右
肩
か
ら
入
っ
て

抜
け
ま
し
た
。
不
発
弾
で
し
た

が
、
一
瞬
で
血
だ
ら
け
に
な
り

ま
し
た
。
皆
で
中
へ
放
り
込
み

ま
し
た
が
、
即
死
で
し
た
。

◆
炎
と
煙
で
方
向
分
か
ら
ず

そ
ん
な
こ
と
で

こ
こ
も
危

な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
、

学
校
近
く
の
南
海
高こ

う

野や

線
の
ガ

ー
ド
下
の
広
場
へ
移
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
親
父
が
全
員
を

そ
こ
へ
退
避
さ
せ
た
あ
と
、
親

父
と
私
と
組
長
さ
ん
の
三
人
が

防
空
壕
に
残
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
も
焼
夷
弾

が
雨
あ
ら
れ
と
降
っ
て
き
て
、

瞬
く
間
に
火
の
海
。
こ
ら
ぁ
、

逃
げ
な
あ
か
ん
ぞ

。
し
か
し
、

物
凄
い
炎
と
煙
で
逃
げ
る
方
向

が
分
か
り
ま
せ
ん
。

す
る
と
親
父
、
戦
地
で
同
じ

よ
う
な
経
験
を
し
た
か
ら
で
し

ょ
う
、
し
ば
ら
く
じ
っ
と
座
っ

）（
磯
路
）

）（
磯
路
）

中

て
周
囲
を
見
渡
し
て
か
ら
、
こ

っ
ち
や
！
。そ
れ
が
正
解
で
し

た
。
後
か
ら
考
え
て
も
そ
の
方

向
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
も

し
ち
ょ
っ
と
で
も
逸そ

れ
て
い
た

ら
、
恐
ら
く
今
こ
う
し
てし

喋ゃ
べ

る

こ
と
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
約
三
時

間
。

は
次
々
と
や
っ
て
来

て
、終
わ
っ
た
の
は
朝
四
時
頃
。

灯
火
管
制
も
防
火
訓
練
も
全
く

役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
真
っ
黒
な
雨
が
降
っ
た

明
く
る
日
、
家
の
あ
っ
た
所

へ
行
っ
て
み
た
ら
、
何
も
か
も

が
焼
け
爛た

だ

れ
、道
路
は
赤
茶
け
、

熱
く
て
熱
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
火
災
の
煙
は
四

五

千

ま
で
上
が
っ
た
よ
う
で
、

あ
と
で
灰
の
よ
う
な
真
っ
黒
な

雨
が
降
り
ま
し
た
。
そ
の
雨
と

死
体
の
臭
い
が
入
り
混
じ
っ

て
、
そ
れ
は
も
う
何
と
も
言
え

な
い
臭
い
で
し
た
。（
つ
づ
く
）

ま
し
た
。

何
や
！

と
思
っ

て
い
た
ら
上
か
ら
照
明
弾
が
降

り
て
き
ま
す
。
そ
の
明
る
い
の

何
の
！

ナ
イ
タ
ー
照
明
な
ど

問
題
に
な
ら
ん
ほ
ど
で
し
た
。

そ
こ
へ
降
っ
て
き
た
の
が
無

数
の
焼し

ょ

夷う
い

弾だ
ん

で
し
た
。
ザ
ァ
ー

ッ
と
い
う
、
背
筋
の
寒
く
な
る

よ
う
な
、
何
と
も
言
え
な
い
音

で
し
た
。
焼
夷
弾
に
は
何
種
類

か
あ
っ
て
、
そ
の
時
は
油
脂
焼

夷
弾
で
し
た
。
直
径
八

・
長

さ
五
十

く
ら
い
の
子こ

爆
弾
三

十
八
本
が
、
長
さ
一

半
く
ら

い
の
大
き
な
六
角
の
筒
の
中
に

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

港 新 聞 戦争体験・案内平成 年（ 年） 月 日 水曜日 第 号 （ ）戦争体験・案内

南市岡3-6 -26田中機械内�

平日　午後5時～11時�
日祝　午後4時半～9時�
定休　水曜日�

至弁天町�
至
大
阪
港�

至
境
川�すし半�

赤バス南市岡3

ヘア�
サロン�


